
畜
産
物
価
格
等
に
関
す
る
決
議 

我
が
国
の
畜
産
・
酪
農
は
、
生
産
者
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
飼
養
規
模
拡
大
と
先
進
的
な
経
営
を
実
現
さ
せ
、
構
造

改
革
の
先
駆
者
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
生
産
コ
ス
ト
の
相
当
部
分
を
占
め
る
飼
料
価
格
は
低
下
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
な
ど
経
営
継
続
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
高
齢
化
や
飼
養
戸
数
の
減
少
な
ど
に
よ
る

生
産
基
盤
の
弱
体
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。 

特
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
お
い
て
、
重
要
品
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
牛
肉
・
豚
肉
・
乳
製
品
の
関
税
削
減
に
加
え
、
乳
製
品
の
う
ち
、
ホ
エ
イ
、
チ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
関
税
撤
廃
が
、
と
も
に
長

期
の
経
過
期
間
を
確
保
し
つ
つ
も
盛
り
込
ま
れ
、
脱
脂
粉
乳
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
輸
出
国
と
の
間
で

厳
し
い
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
産
者
に
は
、
将
来
へ
の
懸
念
と
不
安
が
広
ま
っ
て
い
る
。 

よ
っ
て
政
府
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
八
年
度
の
畜
産
物
価
格
及
び
関
連
対
策
の
決
定
に
当
た
り
、
生
産

者
の
懸
念
と
不
安
を
払
拭
し
、
将
来
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ
う
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

我
が
国
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
・
地
域
社
会
を
支
え
る
多
様
な
畜
産
・
酪
農

に
つ
い
て
、
生
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
や
飼
料
費
等
の
生
産
費
削
減
、
効
率
化
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
将
来
に
向
け
て
魅

力
あ
る
持
続
可
能
な
経
営
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
所
得
を
確
保
す
る
た
め
の
実
効
あ
る
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。 

二 

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
の
単
価
及
び
交
付
対
象
数
量
に
つ
い
て
は
、
酪
農
家
の
経
営
努
力
が
報
わ
れ
、
営
農
意
欲
が

喚
起
さ
れ
る
よ
う
、
再
生
産
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
適
切
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
液
状
乳
製
品
の
追
加
や
補
給

金
単
価
の
一
本
化
な
ど
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
見
直
し
を
準
備
が
整
い
次
第
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
需
要
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
生
ク
リ
ー
ム
等
の
生
産
拡
大
の
た
め
、
乳
業
工
場
の
再
編
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
労
働
負
担
を
軽
減
す
る
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
設
備
・
技
術
の
導
入
及
び
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
・
育
成
セ
ン
タ
ー
等

の
外
部
支
援
組
織
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
。 



三 

牛
肉
・
豚
肉
の
安
定
価
格
及
び
肉
用
子
牛
の
保
証
基
準
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
に
資
す
る
よ
う
、

需
給
動
向
、
価
格
の
推
移
、
子
牛
価
格
の
高
騰
等
を
十
分
勘
案
し
、
再
生
産
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
適
切
に
決
定

す
る
こ
と
。 

四 

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
に
万
全
を
期
し
、
国
産
牛
肉
・
豚
肉
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対

策
事
業
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
及
び
養
豚
経
営
安
定
対
策
事
業
（
豚
マ
ル
キ
ン
）
を
法
的
制
度
へ
移
行
し
、
そ
の
際
、
補
塡
率
引

上
げ
、
豚
マ
ル
キ
ン
の
肉
用
牛
並
み
の
国
庫
負
担
水
準
引
上
げ
及
び
肉
用
子
牛
の
保
証
基
準
価
格
に
つ
い
て
現
在
の
経
営
の

実
情
に
即
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

五 

畜
産
・
酪
農
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
事
業
者
が
連
携
・
結
集
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
規
模
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
担
い
手
が
取
り
組
み
や
す
く
す
る
た
め
の
必
要
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
畜
産
農
家
の
既
往
負
債
の
軽
減
に
つ
い
て
、
十
全
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
離
農
農
場
等
の

既
存
施
設
の
貸
付
け
等
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
と
担
い
手
の
育
成
を
進
め
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
繁
殖
基
盤
が
年
々
ぜ
い
弱
化
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
和
牛
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
和
子
牛
生
産
並
び
に
繁

殖
雌
牛
の
増
頭
や
新
規
参
入
に
対
す
る
支
援
、
性
判
別
技
術
と
受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
に
よ
る
計
画
的
な
乳
用
後
継
牛
の

確
保
へ
の
支
援
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。 

六 

配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
配
合
飼
料
価
格
に
は
、
予
測
が
困
難
な
穀
物
の
海
外
相
場
や
為
替
の
影
響
が
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の
安
定
に
資
す
る
よ
う
、
安
定
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
。 

七 

輸
入
飼
料
依
存
か
ら
脱
却
し
、
国
産
飼
料
の
一
層
の
生
産
と
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
飼
料
用
米
・
稲
発
酵
粗
飼
料
等
を

活
用
し
た
耕
畜
連
携
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
育
成
・
活
用
、
高
栄
養
粗
飼
料
の
増
産
、
草
地
改
良
の
実

施
、
放
牧
の
推
進
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
生
産
・
利
用
の
促
進
等
へ
の
支
援
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。
特
に
、
飼
料
用
米
に

つ
い
て
は
、
畜
産
経
営
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
、
多
収
品
種
の
種
子
の
確
保
・
普
及
、
地
域
条
件
に
応
じ
た
栽
培
技
術
の
確



立
等
を
通
じ
た
収
量
の
向
上
、
流
通
・
製
造
体
制
の
整
備
と
併
せ
、
耕
種
側
と
畜
産
側
の
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
、

必
要
な
予
算
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
。 

八 
地
産
地
消
や
食
育
、
六
次
産
業
化
の
取
組
を
進
め
、
国
産
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
原
発
事
故
等
を
要
因
と
す
る
各
国
の
輸
入
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
輸

出
拡
大
に
向
け
た
食
肉
処
理
施
設
の
整
備
の
促
進
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
牛
肉
等
畜
産
物
の
一
元
的
な
輸
出
に
資

す
る
取
組
へ
の
支
援
、
戦
略
的
な
動
物
検
疫
協
議
の
実
施
な
ど
、
輸
出
促
進
対
策
を
一
層
進
め
る
こ
と
。 

九 

原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
牧
草
地
の
除
染
対
策
と
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
、
牧
草
及
び
堆
肥
の
処

理
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
に
係
る
風
評
被
害
対
策
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と
。 

十 

畜
産
経
営
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
家
畜
疾
病
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
飼
養
管
理
の
徹
底
や
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
り
、

畜
産
農
家
に
お
け
る
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
に
向
け
た
指
導
や
空
港
等
に
お
け
る
入
国
者
に
対
す
る
水
際
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
。 

十
一 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
の
本
委
員
会
決
議
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
参
加
に
関
す
る
決
議
」
を
踏
ま
え
そ
の
合
意
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
我
が
国
の
畜
産

・
酪
農
に
及
ぼ
す
影
響
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
畜
産
・
酪
農
経
営
を
持
続
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め

の
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

ま
た
、
日
本
Ｅ
Ｕ
等
の
他
の
経
済
連
携
協
定
交
渉
に
つ
い
て
は
、
交
渉
相
手
国
・
地
域
に
お
け
る
畜
産
・
酪
農
等
を
め
ぐ

る
事
情
を
十
分
勘
案
し
、
我
が
国
の
地
域
経
済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
畜
産
・
酪
農
が
今
後
と
も
安
定
的

に
発
展
で
き
る
よ
う
、
確
固
た
る
決
意
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


